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となった。また、長方形型孔の短辺を 8 µm とすることで、小細胞肺がん細胞の回収効率
が約 20%向上し、がん細胞と共に MCA上に残存する白血球を減らすことが可能となった。








は血液中からの CTC の分離の簡易・迅速化を実現し、ゲノム DNA や RNA を対象とした
遺伝子解析を可能とする。これにより、医療機関をはじめとする様々な施設で CTCを解析
することが可能となり、CTC の研究の加速化に寄与できると考えられる。また、MCA の
改良を通じて、メンブレンフィルターによる細胞分離が、細胞のサイズだけでなく、フィ
ルトレーション時の差圧や細胞の変形能といった様々なパラメーターによって制御されて
いる複雑な現象であることを見出した。本研究で得られた孔の形状と差圧が与える CTC回
収性能への影響に関する考察は、メンブレンフィルターによる細胞濃縮技術に関する基礎
的知見を提供するものであり、CTCのみならず、造血幹細胞や有核赤血球等の希少細胞の
解析技術の開発への展開が可能であると考えられる。以上のことから、本研究の工学的、
学術的意義は大きい。	
	
